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1．1

　広義の封建制度とは「中世社会に普及した主従間の双方向契約と恩貸地制

とが結合して生まれた社会風習を指す」と一般的には定義されている。ω西

洋のそれはメロヴイング朝（481－751）から次のカロリング朝への時期にそ

の諸王が国家的統一を再建する為に豪族や官僚と封建契約を結び、彼らの所

領や官職を封土・知行として容認又は追認し、それとひきかえに彼らに誠実

義務を負わせたことにはじまった。（2）

　イギリスの封建制度はこのヨーロッパ大陸流の封建制度がノルマン人によ

る征服に伴って導入されたものといわれる。確かにウィリアム1世は

Domesday　Book（1086年）と呼ばれた分厚い土地台帳を作らせて、イギリ

ス土着の各領主の持つ詳細な土地・家畜財産や人的資源を把握し、ソールス

ベリーで彼らに忠誠誓約を行わせた。（3）これは中央集権的封建制度のはじま

りであり、それ以来王を頂点とする諸侯（baron）や聖職者達が中世のイギ

リス支配を確立した。しかしイギリスの初期の封建制度はこのように一国の

強大な王権の支配のもとにヒエラルキー状に世俗と聖職の貴族が並ぶという

ものではなかった・上述したように西洋の封建制度とは豪族について彼らの

所領を封土・知行として容認または追認したことに始まる。「容認」とか

「追認」というのは既にあったもの又は事柄を改めて認めるという行為なの

で、ノルマン征服以前にイギリスには封建制度の基となる土地の領有や官職

の保持は行われていたことになる。つまり領主とceorlと呼ばれた領民との
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間に既に恩貸地制を中心とした支配関係があったことがわかっている。この

ような社会は初期アングロ・サクソン型の封建社会ということができる。

1．2

　アングロ・サクソン社会は周知のように5世紀から台頭してきたゲルマン

民族の一派であるアングル人・サクソン人・ジュート人の渡来によってはじ

まった。その頃イギリス島ではすでにブリトン人（ケルト民族）や（アング

ル・サクソン人渡来時には撤退していたが）ローマ人によって耕作が行われ

ていた。ケルト的ブリトン的な耕作方式は小さな囲い地耕作であり、ロー一マ

式のそれは広大な開放耕地をもっ方形耕作であった。ローマ領主たちはこの

開放耕地を隷農を使って自分の資力と考えで運営できた。（4）ローマ領主のあ

とに入ってきたアングロ・サクソン人は親族集団をひきつれていたので、そ

の共同体構成員に分け前地を割り当てるというケルト的農耕方式にまず親し

み、それから耕作用具や家畜が共有できて、より効率的なローマ式耕地制を

取り入れていったらしい。

　時が経っにっれてそのアングロ・サクソン共同体の中でも貧富の差や肉体

的精神的力量の差が顕著になってきて、私的な保護や支配関係もあらわれて

きた。首長や豪族の側近達の間で封建的主従関係が主君への忠誠と復讐の誓

約という風習とともに流行してきた。（5）このようにして封建制がゆるやかな

形ではじまり、自由農民も隷農もその下に次第に組み込まれていったのであ

る。

　初期アングロ・サクソン型封建制度の中での首長や豪族は英語でさまざま

な呼び方をされていた。ウィリアム王がノルマン王朝をたてる以前にイギリ

スではすでに王朝があったのであるから、その王と廷臣、豪族、首長たちと

の関係を示す身分上の名称をはっきりさせないことにはその社会の構造が見

えてこないので、以下にaldermanを中心として、その称号を持っ人の役

割、機能を見ていきたい。
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2．1

　アングロ・サクソン七王国（ノーサンブリア、マーシア、イースト・アン

グリア、ケント、エセックス、サセックス、ウェセックス）成立初期から9

世紀初めまでは王国は互いに戦ったり、結婚政策や戦争協力で同盟したりし

ていて、イギリスに統一王朝は存在しなかった。各王国の長は初めは

Bretwaldaと呼ばれていた。　OE（＝古期英語）でBrettasはBret即ち

Breton人の複数形である。　Breton人はブリテン島に住むケルト人を指す。

waldaはOE　wealdan即ちwield「支配する」を意味する。従って

Bretwaldaは「ブリトン人を支配する人」ということになる。アングロ・

サクソン人渡来後この語は次第に使われなくなり、OE　cyningまたはcyng

に取って代わられていった。ゲルマン語で“kuni　gazは「種」という意味

の‘kin’に通じる。現代英語のkingは即ち人々の種のもとになる人とい

う意味を含んでいる。そして王子は「息子」をあらわす一ingを語尾にっけ

てpe　eebelingと呼ばれる。固有名前のあとにEPelilngと書かれること

もある。

2．2

　ここまではわかりやすいが、問題はその下に位置する人々である。王の側

近とか直接の臣下はpeegna（thegn，　thane）、　gerefa（reeve）あるいは単

にhis　manと呼ばれ、王の相談相手としての重臣はwitan（wiseと関係

のある「物知りの人」という意味）と呼ばれた。しかし中央集権的封建制度

以前の封建社会には荘園や限られた地域を支配する領主がたくさんいた。1・

2で豪族とか首長と呼んだ人々である。彼らと王との関係は2者の勢力によっ

て、そして時代によって異なる。そして彼らは大体alderman（OEの標準

形であるウェスト・サクソン語ではealdorman，－mon（n等）と呼ばれた。

aldermanは後にもっと階級の区別と国の内外の貴族の別がはっきりしてく

るとear1と同義語になってくる場合もあるが、初期アングロ・サクソン社

会で地方豪族に対して広範囲に使われた呼称であった。lordも古い物語に
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はよく出てくる「領主」を指す単語であるが、これは地位の呼称というより

も自分が使える「主君」という程度の日常用語で、上は神から下は「夫」ま

で指す。ここではaldermanについてその封建制度上での地位を見ていく。

　アングロ・サクソン七王国のうちのウェセックス王国はマーシア王国の隆

盛をおさえてエグバート王（在位802－839）の時代に英国一の強大な王国に

なった。ノーサンブリア、ケント、エセックスの諸国も支配下におき、838

年にはデーン人と結んだコーンウオール人もおさえた。その後デーン人の来

襲は厳しさを加え、エグバートの孫のアルフレッド大王（在位871－899）は

デーン人の王グズラムに対する勝利にもかかわらず、デーンロウ部分をデー

ン人に割譲しなければならなかった。アルフレッドの孫のアゼルスタン王

（在位924－939）の時代になってようやく全英の制覇がなしとげられたこと

は有名である。そしてこのアングロ・サクソン王国時代のaldermanにっ

いては次のような記述がある。

　ウエセックスでは各種族の首長、豪族に由来するエアルダーマン（伯）

達の管轄圏がscir（shire）、州とよばれており、州は移住期の種族的定

住時代にまで遡りうるような自主的な起源をもっものであったが、しか

しまた、そうした自生的起源とは別に、各地に散在していた王領地の管

理のためにアルフレッド王がそれぞれの王領地においた王の代官の行政

管圏が、王政の発展とともに王朝都市中心に次第に拡大していってscir

（shire）、州とよばれるようになったという発展もあった。（6）

つまりアルフレッド王の時代にaldermanは地方の豪族を指す場合と中央

派遣の代官を指す場合の2っがあったということである。任期などの決まり

もない時代だったので、後者が長期間任地にいれば、次第に土着化したであ

ろうし、領民との関係にも差違が生じたであろうから、両者の区別は時が経

っにっれて難しくなったに違いない。
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3．1

　Aldermanという語について、アングロ・サクソン時代の使われ方を調べ

たR．H．　Loyn著“The　Term‘Ealdorman’in　the　Translations　Prepared

at　the　Time　of　King　Alfred”という論文がある。（7）それによると、そこ

ではealdormanは一般に主君を持つ首長ないし戦時の指導者を指し、

heretoga（hereは軍団、　togaは首長）は独立性の強い軍隊の指揮官を指す

という。ラテン語のそのような職種を示す語との対応関係は非常に複雑であ

るが、aldermanに対するラテン語はおおむね4種類に分けることができる。

　第1の場合は一般に「優越した人」を意味するもので、ラテン語では

maiores（major）がそれにあたるが、文中にでてきてそれとわかる人物が

あればはっきりと対応語が書かれていない場合も多い。（8）「オクスフォード

大辞典」によるとalderは01d　oneという意味の名詞で当然「卓越してい

る人、物、事」を指す。（9）ealdorburg（superior　city）といえば各州の主都

を指すし、「他人に対してealdordom（high　hand）をふるう」、という場

合にも使える。

　第2はealdormanを王の重臣に対して使う場合である。ラテン語では

patriciusとか時にはmaior　domus　regiaeといって王にも匹敵する尊称

で呼ばれることもあるという。（lo）

　第3には裁判官、または軍の指揮官として地方にいる行政官を指す場合で

ある。ラテン語ではprincepsといわれる。

　第4はconsu1と呼ばれるheah　ealdorman（high　alderman）で、ノー

サンブリアの軍最高司令官がラテン語でそのように呼ばれていた例がある。

　LoynはオロシウスのOE訳とビードの「英国国民教会史」の原文のラ

テン語を比べてaldermaにあたるラテン語はpraefectusが一番多く（6

回）、次いでcomes（4回）、　tribunus（2回）、　dux（1回）、　praetor（1

回）と続く、という。一方、dux（duke）にあたるOEはealdormanに限

らない。latteowといわれていることもあり、この単語は現代英語いえば
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leader，　guide，　generalなどがそれにあたる。（11）ラテン語からきた現代英語

の形とその和訳を示せば次のようになる。（括弧内はラテン語形）：major

one「重要な人」（maiores）、　patriarch「族長」（patricius）、　regal「王の」

（regiae）、　principal　one「主要な人」（princeps）、　consul「領事」（consul）、

prefect「長官」（praefectus）、　tributary「属国の王」（tribunus）、　duke

「君主、公爵」（dux）。これらがaldermanに対応するラテン語としてでて

くるのであるから、aldermanがいかに多種の「重要人物」の役職を含んで

いたかがわかる。日本語ではaldermanの訳語は「州長、地方長官」（12）あ

るいは「太守」などである。（13）

4．1

　アルフレッド王時代にはウエセックスとマーシアに約30人のaldermanと

呼ばれる豪族がいた。（14）中央の勢力が確立するに従って次第に各領地が統

合され、大きいealdordom（大伯領）が英国中央部、南部、ケント、東ア

ングリアなどに割拠するようになった。そして従来のaldermanはその大

伯領の代官ともいうべきshire　reeveとして生き残った。しかし彼らは豪

族には変わりないので、aldermanと呼ばれっづけ、時には前述したように

earl（OE　eorl）とも呼ばれた。また国王直属の本来の意味での州（shire）

の代官（reeve）である人物がしだいに王領地即ち城砦都市地区の州以上に

領地を広げて君臨した場合、彼らはshire　reeveと呼ばれた（15）のでノルマ

ン侵攻以前のアングロ・サクソン社会ではaldermanとshire　reeveまた

はreeveの区別ははっきりしなくなってくる。

　aldermanとear1の関係にも一言触れておきたい。　earlはふっう「領主」

とか「伯爵」と和訳されているが、OEではもっと一般的な‘chieftain’の

意味であった。OE　eorlはOE　ceorl（churD「一般自由民、最下層の自由

民」（16）の対極にあるとされている人々を指していた。吟遊詩、例えば

“Beowulf”の中では武士または勇士をeor1と呼んでいる。（】7）しかしアン」

グロ・サクソン時代も末の頃のクヌート王（即位1016－1035）の時代になる
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と北欧のjarl（これももとは‘chieftain，　nobleman’の意味）という称号

が入ってきて従来のeorl（earl）と合体する。　ealdormanは「アングロ・サ

クソン年代記」においても1020頃から殆どeorlで置き換えられていく。（18）

また、同年代記に出てくるノルマンディーあるいはフランスの領主は常に

eorlと書かれている。ノルマン征服以後eor1はラテン語comesからきた

countと同等の称号となり、後に整備された階級的称号の中ではその両者

が「伯爵」の意味を持っようになったことは周知の通りである。

4．2

　ealdorman（h）という語が後期ウェスト・サクソン方言以外では

eeldorman（n）、　aldorman（n）などと綴られていることにっいては、

C．L，Wrennや大沢一雄の研究で触れられているが、（19）ここでは言語上のこ

とよりも上記の年代記中の人物としてのaldermanについてさらに見てい

くことにする。

　署名主としてのみ、あるいはチャーターなどに列挙されているだけのal－

dermanを除いて、「アングロ・サクソン年代記」には約50人のaldermen

が登場する。大豪族らしい人々はマーシアのElfhere、　Elfric、　Herebryht、

ウェセックスのEpelward、エセックスのBeorhtulf、　Bryhtonop、　Leosig、

サセックスのEadwine、ノーサンブリアのBeorhtfriわ、東アングリアの

Ulfcyte1、ケントのZEbelwold、　Ealhhere、　Oslac等であるが、彼らの他に

もドーセットのAi　belhelmやバークスのApelwulf、デヴォンのCeorl、

サマセットのEanulf、サリーのHuda、ハンツのOsric等はデーン人と

の戦いに明け暮れた時代の勇士であった。アルフレッド王自身の対デーン

戦は有名であるが、彼を助けて戦功をたてたaldermanにはウイルッ

のAl　belhelm、サマセットのEpelnob、マーシアのAbelred、デヴォンの

Abered、　Beoccaなどがいる。

　豪族としてのaldermanは豪族同士の結びっきを強めるため、そして王

族と結ぶため子女の結婚に気を配った。アルフレッド王の妻Ealhswipも

GainasのaldermanであるEpelred　the　Mickleの娘であったし、彼の息
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子のエドワード長兄王の妻Epelfleedもalderman　Eやelhelmの娘であっ

た。エドワードの孫であるエドガー平和王の先妻も後妻もデヴォンなど近在

のalderManの娘であった。（20）ウェセックス最大の豪族であった

Godwineの娘Eadgipがエドワード臓悔王の妻となった史実は有名である

が、Godwineは殆ど常にEarl　Godwineと呼ばれている。次に、婚姻以外

でアングロ・サクソン王朝と結びっいて勢力を伸張させた豪族の例を見てみ

よう。

5．1

　国の守りを固め、アングロ・サクソン社会で勲功をたてたaldermanは

どのような人々であったのだろうか。対デーン戦に明け暮れた当時の英国に

あって特に「ブルンナンブルグの戦い」（937年）と「モールドンの戦い」

（991年）（21）は大きな戦いであった。テニソンの詩にも歌われブルナンブル

グの戦いは「アングロ・サクソン年代記」に73行にわたる頭韻詩として収録

されている。アンラーフに率いられたデー一一ン軍とコンスタンテインに率いら

れたスコットランド兵がウェセックスのアゼルスタン王の軍勢に打ち負かさ

れる有様がそこに勇壮に描かれている。しかしそこではaldermanの階級

に属する人の行動記述は特に見あたらない。

　4．2で列挙したaldermanのうち、歴史的に有名な　ビルフトノス

（Bryhtnob）が出てくるのは「モールドンの戦い」の詩中である。同年代記

にはこの戦いにっいての記述はA写本の993年の項に数行出てくるだけであ

る。エセックスのビルフトノスについては「ビルフトノスというealdorman

が軍勢を引き連れてきて戦った」（him　bεer　com　togeanes　Byrhtnoδ

ealdorman　mid　his　fyrde＆him　wiδgefeat）ということと「彼ら（デー

ン人達）がそこでそのealdormanを殺した」（hy　pone　ealdorman　peer

ofslogon）ということが記されているだけである。

　しかし「モールドンの戦い」そのものにっいては同年代記のこの箇所以外

の所に、まとまった形で残されている。「ベオウルフ」の所収されている写
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本集の中に375行の未完の詩として入っているので、ビルフトノスの英雄的

な所業のほぼ全貌をそこで知ることができる。

　エゼルレード無思慮王の時代（在位978－1016）の度重なるデーン人来襲の

中でも特にこのロンドンの東北東、テムズ河上流のモールドンにおける戦い

は悲惨なものであった。英軍を率いる同地のaldermanビルフトノスは戦

いを好み、敵にわざと浅瀬にかかる橋を渡らせて自分たちの側に誘い込み、

盾と槍で激しく戦闘を続けた後、英雄的な死を遂げるのである。彼の部下ゴ

ドリック以下数名は卑怯にも逃亡したが、忠実な部下であるアフルウイネや

レオヴスヌに励まされて英軍は盛り返す。しかし結末は、詩としては未完で

あるものの、史実としては英軍の敗北に終わっている。この詩においてビル

フトノスはhlaford、　frean、　peoden、　ealdre（各4回）の他にeor1（ear1）

として10回登場している。代名詞や固有名詞は当然何回も出てくるが、代称

としてはwine－dryhten、　sinc－giefan、　beag－giefan、　gup－rinc、　hilde－rinc、

fierd－rinc，　pone　godan，　his　betteraなどが使われている。3．1で述べ

たようにaldermanにはさまざまな呼び換えが可能であるが、文学上の適

用例は上述のものである。

6．1

　最後に「アングロ・サクソン年代記」に戻って、そこに出ている王直属の

aldermanの例を挙げる。エアドリクはエーゼルレード王の晩年に王に重用

された人物であるが、年代記の1015年の項に、彼がaldermanのすぐ下の

地位であるba　yldestan　Peegenas（the　oldest　thanes）であるシイヴェル

スとモルカルを欺して殺し、王も彼らの財産を没収した、という記述がある。

（王の息子エドモンドはのちにシイヴェルスの未亡人と結婚した。）エアドリ

クはエーゼルレード王が死の床に伏すと王子エドモンドの敵クヌートに臣従

した。エドモンドは父の死後　（1016年4月）自分の不慮の死（同年11月）

までの半年間勇敢な王としてクヌートと5回も戦っていた。エドモンドを恐

れたエアドリクはエドモンドとクヌートの最後の決戦であったアシンダンの
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戦いでは敵前逃亡した。その後戻ってきたエアドリクは両英雄の仲裁に入り、

英国を2分割することを提案したといわれる。そして彼はマーシアのalder－

manとなった。（22）しかしクヌートの即位の翌年に彼は殺された。このよう

に複数の王者にっいて上手にたちまわり、高い地位を得た者もいたのである。

この他にもクヌートは祖国デンマークから連れてきた武士の中で戦功を挙げ

た者にearlの称号と土地を与えて一時代前のaldermanに匹敵する階級

に引き上げた。それらの貴族が前述したhigh　reeveなどと同列に考えられ、

称号の複雑化が起きたのである。

　以上、ノルマン人によるイギリスの新王朝が確立し、新しい秩序が出来て

くる以前の身分称号としてのaldermanにっいて考察した。アングロ・サ

クソン土着の領主を指すaldermanが地方分権型封建制度から中央集権型

のそれに移行する時期においてどのような位置におかれていたかという事を

実例でもって調べてきたわけである。以上でもってイギリスの身分社会の初

期の形の一端を明らかに出来たとしたら幸いである。
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